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県南の玄関口の活性化へ！
ー 取手駅を中心とした環状道路（上新町環状線）の整備 ー

◆環状線の開通により市街地内の移動時間
　が短縮

◆農産物直売所
　「夢とりで」の客数が
　約３割増加

・環状線の全線開通前後における取手市白山７丁目交
差点から青柳１丁目交差点までの移動時間を比較

・開通前の１１分が開通後に７分となり、約４分の時間
短縮が図られた

・井野地区や桑原地区における生活
道路の自動車交通が上新町環状線
に転換し、歩行者の安全性が向上

・生活道路の交通量が３～４割減少
（通勤時間帯における交通量調査より）

・取手市では、環状線沿線の桑原地区について、
大規模な商業・業務施設を核とした新たなま
ちづくりを目指すことなど、地域のさらなる活
性化に期待
　（「とりで未来創造プラン2016」より）

◆生活道路（抜け道）の交通量が減少し、歩行者の安全性が向上

◆新たなまちづくり構想の始動

の安全で円滑な交通の確保や、地域の活
性化が期待されます。

上新町環状線の全線開通によって沿道の集客施設が活性化するとともに、新たなまちづく
り構想が動き始める

▲上新町環状線の桑原陸橋の完成により、
　市街地内の移動時間が短縮。
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桑原踏切付近

※月間実績の対前年比
　（H26.12－H27.12）
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環
状
線
の
完
成
で
市
街
地

の
車
の
流
れ
が
変
化

　も
と
も
と
取
手
市
内
は
慢
性

的
な
渋
滞
で
、県
内
で
も
有
名
な

と
こ
ろ
。市
街
地
は
狭
い
踏
切
を

通
行
す
る
こ
と
も
ざ
ら
で
対
向

車
が
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
っ
て
い

る
の
が
常
で
し
た
。環
状
線
が
完

成
し
た
こ
と
で
今
で
は
車
の
流

れ
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
も
か
な
り
ス

ム
ー
ズ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。運
行
時
間
通
り
に
バ

ス
を
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
利
用
者
か
ら

歓
迎
の
言
葉
も
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。運
転
手
の
精
神
面
に
も
良

い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
言

え
ま
す
。

　今
後
は
、茨
城
の
南
の
玄
関
口

と
し
て
来
県
さ
れ
る
方
に
喜
ば

れ
る
よ
う
な
道
路
の
整
備
を
さ

ら
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

大利根交通自動車（株）
業務部運行部　課長
長塚　茂氏

取手市 平成27年11月25日開通L＝1,390m

県事業区間
L=714m

市事業区間
L=676m

市中心部に集中していた自動車交通が
 分散化

取手駅を中心とした環状道路を整備

され、市街地における車両や歩行者
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